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会衆参加の礼拝休止のお知らせ 

 
主の平和をお祈り申し上げます。 
皆さまいかがお過ごしでしょうか。お体調を崩していらっしゃいませんか。 
 
さて、ご存知の通り、7 ⽉ 15 ⽇に東京都の感染拡⼤警戒が最⾼段階のレベル４に

引き上げられました。それに伴い、東京都外への不要不急の往来の⾃粛などが求めら
れています。決して若い⽅々だけに拡⼤していることではないことや、広範囲から教
会へ皆さまが往来してくださっていること、またこれから暑い時期を迎えることなど
を鑑み、教会委員ともご相談をし、7 ⽉ 26 ⽇からレベル４が解除されるまでの間、「会
衆参加の礼拝を休⽌」いたします。聖職は引き続き教会にて礼拝を継続していきます。 

 
また、7 ⽉ 12 ⽇に開催された教会委員会での協議事項の承認に基づき、お知らせ

とお願いをお伝えします。別刷りの 7 ⽉教会委員会議事録もご参照ください。 
このように⾏きつ戻りつしながらも、わたしたちが共に祈り合ってこの局⾯を乗り

越えていくことができますように主のお導きをひたすら祈っております。 
 
１．7月 26日から感染拡大警戒レベル４の間、会衆参加の礼拝を休止します。 
 
他の⼿⽴て（様々な領域での制限を加えるなど）も検討いたしましたが、やは
りいずれも感染症対策のみならず、これから暑くなる時期に向けて⼗分な対策
にはならず、教会の社会的な責任、また皆さまの健康を守ることを優先し、ま
だ三回しか礼拝が実施されていない状況にもかかわらず、このような⾟い判断
となりました。 



都のレベル４が解除され、会衆が参加する礼拝が再開されます時には速やかに
ご連絡を差し上げます。それまでどうぞお待ちください。そしてそれぞれの場
所で共に祈り合いましょう。 
今後も主⽇の聖書⽇課や説教原稿などのメール配信、また聖アンデレ主教座聖
堂の主教による聖餐式がネット配信されます。どうぞご活⽤くださいますよう
お願いいたします。 
 

２．再開した後は、み言葉の礼拝から聖餐式へ移行します。 
 
7 ⽉からの礼拝実施が皆さまのご協⼒によりスムーズに⾏われていたことが確
認できましたので、これまでわたしたちが⼤切にしてきた聖餐式への速やかな
移⾏を実施することにいたします。8 ⽉からの開始を予定しておりますが、あ
くまでも感染拡⼤警戒レベル４が解除になってからです。 
また、感染症対策を取った上での聖餐式となります。たとえば、隔週参加の礼
拝で、配餐は⼀種陪餐（パンのみ）とします。 
 

３．8月は第５主日までありますので、AグループとBグループの予定を次のよう
にします。 
 
ことに９⽉からの参加主⽇の数え⽅がこれまでとは反対になりますので、お間
違えのないようお願いいたします。再開の際、再度お知らせいたします。 
 
＜レベル 4が解除になった場合＞ 
Aグループ 8月 30日、9月 13日、9月 27日  

（９月からは第２，第４主日） 
Bグループ 9月 6日、9月 20日        

（９月からは第１，第３主日） 
 

４．今年は酷暑と予報されています。新型コロナウイルス感染症対策はもちろんで
すが、熱中症への対応をぜひお願いいたします。 



 
ことに公共交通機関をご利⽤の⽅やご近所の⽅は、マスクを着⽤してご⾃宅や
駅・バス停から暑い最中に徒歩で⾏き帰りをすることになります。これは真夏
には体に⼤変負担の掛かる、熱中症につながる⾮常に危険な⾏動となります。 
また、これまで⾃粛⽣活であまり汗をかいておらず、例年よりも体を動かさず
に過ごした期間が⻑くありました。突然暑くなる天候に体がついていかないと
いうことは当然のことです。 
 
会衆の参加する礼拝が再開した後でも、これまでよりも⼀層ご⾃分の体調（⾷
欲不振や寝不⾜も含め）や年齢、既往症のご様⼦などに留意された上で、教会
への来訪をご検討ください。ことにご高齢の方々や既往症をお持ちの方は、神
さまから与えられたこの世でのいのちを互いに守り合うためにも、暑い時期の
礼拝参加への自粛を重ねてお願いいたします。ご家族ともぜひご相談ください。 
 
暑い時期の無理な礼拝参加を選ばずにご⾃宅でのお祈りを選ぶことは、尊い、
そして賢明なご判断だと考えております。そして夏だけではなく、今後も教会
での礼拝は継続して⾏われます。どうぞくれぐれも、再開される、聖餐式が始
まるということでがんばって⾏かなければと思わないようにお願いいたしま
す。互いにご⾃分の健康を守って無事にこの時期を過ごしましょう。 

 
 
このような⽣活はまだまだ続きます。なお⼀層気をつけて過ごしながら、しばらく

は忍耐の時として共に祈り合い、励まし合ってまいりましょう。 
ご不明なことなどはどうぞご遠慮無く教会までお問い合わせください。 
皆さまの上に神さまの豊かな祝福とお恵みが注がれますよう⼼より祈っておりま

す。  
   

以上 


